
きる。また、自由
なテキスト入力も
併用可能 で、「 北
欧風」といった抽
象的なニュアンス
も即座に高品質な
画像へ反映する。

全国のディーラ
ーを通じてリフォーム営業担当者向けに本格的な運用を
開始し、顧客との合意形成の迅速化と満足度向上、プロの
視点による「理想の住まい」の共創を目指す。

建築費の高騰や人材不足などの課題を抱えるなか、Ａ
Ｉツールの導入で営業ＤＸを加速させ、新たな突破口を
開こうとするハウスメーカー各社の動きはさらに広がっ
ていきそうだ。

その他にも住宅関連企業によるホテル開発事業への参
入の動きは活発化している。

大東建託は26年5月、「沖縄県古宇利島プロジェクト」を
発表。環境に配慮した低層・分棟型のリゾートホテル（61
室、平均客室面積約50㎡）を28年4月開業予定だ。一方、オ
ープンハウスグループは新会社を設立し、直営のホテル
事業へ本格参入。初弾として25年11月、全室温泉付きのス
モールラグジュアリーホテル「KÚON 箱根強羅」を開業
した。

住宅関連企業が本業のノウハウを活かせるホテル開発
は、高収益が見込める不動産アセットとして極めて合理
的な選択肢だ。今後の不動産ビジネスにおける新たな成
長モデルとなっていきそうだ。

住宅業界でＡＩを活用した営業ＤＸが加速
住宅業界でＡＩを活用し営業ＤＸを進める動きが加速

している。
大東建託は不動産の仕入れ営業において、衛星データ

とＡＩを活用した地権者探索ツール「WHERE」の運用を
開始した。「WHERE」は、人工衛星からの画像データや地
理情報をＡＩが解析して、遊休農地やポテンシャルの高
い不動産といった独自のフロー情報と組み合わせ、不動
産取引につながりやすい物件リストを得られる。これに
より、候補地選定から初期接触までのプロセスを大幅に
効率化することが可能となる。

大東建託の全国約２００拠点において、活用していく。
一方、ミサワホームはリフォーム営業向けにインテリ

ア画像を自動生成するiPad専用アプリ「Interior Maker」
を開発した。部屋の種類や広さ、床・壁の色などの要素を
ボタンで選択するだけで、AIへの指示文が自動で作成で

住宅関連企業がインバウンド市場拡大を追い風にホテ
ル開発事業を強化している。

先ごろ、東京駅徒歩一分の立地に8階建てのアパートメ
ントホテル「RHUMB LINE TOKYO（ラムライントウキ
ョウ）」が開業したが、企画・運営を旅館施設や戸建てホテ
ルを運営するカソクが、設計と施工を旭化成ホームズが
担当した。カソクと旭化成ホームズは、宿泊施設における

「多人数・中長期滞在」の市場に着目し、インバウンド層が
「暮らしながら旅をする」ための受け皿としてアパートメ
ントホテルを展開する。その一つが「ラムライントウキョ
ウ」となる。両社は今年度、墨田区江東橋から台東区松ヶ
谷まで全6棟のアパートメントホテルをオープンする予定
だ。
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